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令和２年第１回大仙市議会定例会会議録第１号

令和２年２月２１日（金曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

令和２年２月２１日（金曜日）午前１０時００分開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （２６日間）

第 ３ 議長報告 ・専決処分報告（法第１８０条関係）

・例月現金出納検査結果

・議会動静報告書

第 ４ 施政方針演説

第 ５ 議案第 １号 荒川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第 ２号 荒川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第 ３号 荒川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第 ４号 荒川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第 ５号 荒川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第 ６号 荒川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１１ 議案第 ７号 荒川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１２ 議案第 ８号 峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）



- 2 -

第１３ 議案第 ９号 峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１４ 議案第１０号 峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１５ 議案第１１号 峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１６ 議案第１２号 峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１７ 議案第１３号 峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１８ 議案第１４号 峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第１９ 議案第１５号 船岡財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２０ 議案第１６号 船岡財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２１ 議案第１７号 船岡財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２２ 議案第１８号 船岡財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２３ 議案第１９号 船岡財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２４ 議案第２０号 船岡財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２５ 議案第２１号 船岡財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２６ 議案第２２号 淀川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２７ 議案第２３号 淀川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）
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第２８ 議案第２４号 淀川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第２９ 議案第２５号 淀川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第３０ 議案第２６号 淀川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第３１ 議案第２７号 淀川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第３２ 議案第２８号 淀川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第３３ 議案第２９号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

（説明・質疑・討論・表決）

第３４ 議案第３０号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

（説明・質疑・討論・表決）

第３５ 報告第 １号 専決処分報告について（令和元年度大仙市一般会計補正予算

（第９号））

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第３６ 議案第３１号 令和元年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変更につ

いて

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第３７ 議案第３２号 令和元年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第３８ 議案第３３号 令和元年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第２号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第３９ 議案第３４号 大仙市役所部等設置条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第４０ 議案第３５号 大仙市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）

第４１ 議案第３６号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定について （説 明）
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第４２ 議案第３７号 大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例等の一部を改

正する条例の制定について （説 明）

第４３ 議案第３８号 大仙市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制

定について （説 明）

第４４ 議案第３９号 大仙市公共施設修繕引当基金条例の一部を改正する条例の制定

について （説 明）

第４５ 議案第４０号 大仙市監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （説 明）

第４６ 議案第４１号 大仙市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第４７ 議案第４２号 大仙市牧野条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第４８ 議案第４３号 大仙市中仙地域農業総合管理施設条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）

第４９ 議案第４４号 大仙市観光情報センター条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （説 明）

第５０ 議案第４５号 大仙市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第５１ 議案第４６号 大仙市立大曲病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について （説 明）

第５２ 議案第４７号 大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第５３ 議案第４８号 大仙市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第５４ 議案第４９号 大仙市大曲駅前第二地区都市再生住宅条例の一部を改正する条

例の制定について （説 明）

第５５ 議案第５０号 大仙市建築物エネルギー消費性能向上計画等認定手数料条例の

一部を改正する条例の制定について （説 明）
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第５６ 議案第５１号 大仙市低炭素建築物新築等計画認定等手数料条例の一部を改正

する条例の制定について （説 明）

第５７ 議案第５２号 大仙市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について （説 明）

第５８ 議案第５３号 大仙市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第５９ 議案第５４号 大仙市下水道条例等の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第６０ 議案第５５号 大仙市南外多目的集会施設設置条例を廃止する条例の制定につ

いて （説 明）

第６１ 議案第５６号 大仙市協和農作業準備休養施設設置条例を廃止する条例の制定

について （説 明）

第６２ 議案第５７号 大仙市へき地保育所条例を廃止する条例の制定について

（説 明）

第６３ 議案第５８号 大仙市中里温泉条例の制定について （説 明）

第６４ 議案第５９号 新市建設計画（大仙市まちづくり計画）の変更について

（説 明）

第６５ 議案第６０号 市道の路線の認定及び廃止について （説 明）

第６６ 議案第６１号 令和２年度大仙市企業団地整備事業特別会計への繰入れについ

て （説 明）

第６７ 議案第６２号 令和２年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについて

（説 明）

第６８ 議案第６３号 令和元年度大仙市一般会計補正予算（第１１号） （説 明）

第６９ 議案第６４号 令和元年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号） （説 明）

第７０ 議案第６５号 令和元年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

（説 明）

第７１ 議案第６６号 令和元年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）

（説 明）



- 6 -

第７２ 議案第６７号 令和元年度大仙市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第７３ 議案第６８号 令和元年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第７４ 議案第６９号 令和元年度市立大曲病院事業会計補正予算（第１号）

（説 明）

第７５ 議案第７０号 令和元年度大仙市簡易水道事業会計補正予算（第３号）

（説 明）

第７６ 議案第７１号 令和２年度大仙市一般会計予算 （説 明）

第７７ 議案第７２号 令和２年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算 （説 明）

第７８ 議案第７３号 令和２年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算 （説 明）

第７９ 議案第７４号 令和２年度大仙市学校給食事業特別会計予算 （説 明）

第８０ 議案第７５号 令和２年度大仙市奨学資金特別会計予算 （説 明）

第８１ 議案第７６号 令和２年度大仙市企業団地整備事業特別会計予算 （説 明）

第８２ 議案第７７号 令和２年度大仙市スキー場事業特別会計予算 （説 明）

第８３ 議案第７８号 令和２年度大仙市太陽光発電事業特別会計予算 （説 明）

第８４ 議案第７９号 令和２年度大仙市小水力発電事業特別会計予算 （説 明）

第８５ 議案第８０号 令和２年度大仙市内小友財産区特別会計予算 （説 明）

第８６ 議案第８１号 令和２年度大仙市大川西根財産区特別会計予算 （説 明）

第８７ 議案第８２号 令和２年度大仙市荒川財産区特別会計予算 （説 明）

第８８ 議案第８３号 令和２年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算 （説 明）

第８９ 議案第８４号 令和２年度大仙市船岡財産区特別会計予算 （説 明）

第９０ 議案第８５号 令和２年度大仙市淀川財産区特別会計予算 （説 明）

第９１ 議案第８６号 令和２年度市立大曲病院事業会計予算 （説 明）

第９２ 議案第８７号 令和２年度大仙市上水道事業会計予算 （説 明）

第９３ 議案第８８号 令和２年度大仙市簡易水道事業会計予算 （説 明）

第９４ 議案第８９号 令和２年度大仙市下水道事業会計予算 （説 明）

出席議員（２５人）

１番 古 谷 武 美 ２番 ３番 三 浦 常 男
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４番 佐 藤 隆 盛 ５番 挽 野 利 恵 ６番 秩 父 博 樹

７番 石 塚 柏 ８番 冨 岡 喜 芳 ９番 本 間 輝 男

１０番 藤 田 和 久 １１番 佐 藤 文 子 １２番 小笠原 昌 作

１３番 小 松 栄 治 １４番 後 藤 健 １５番 佐 藤 育 男

１６番 １７番 児 玉 裕 一 １８番 佐 藤 芳 雄

１９番 髙 橋 徳 久 ２１番 渡 邊 秀 俊 ２２番 佐 藤 清 吉

２３番 高 橋 幸 晴 ２４番 大 山 利 吉 ２５番 鎌 田 正

２６番 高 橋 敏 英 ２７番 橋 村 誠 ２８番 金 谷 道 男

欠席議員（１人） ２０番 橋 本 五 郎

遅刻議員（０人）

早退議員（０人）

説明のため出席した者

市 長 老 松 博 行 副 市 長 佐 藤 芳 彦

副 市 長 西 山 光 博 教 育 長 吉 川 正 一

上 下 水 道 事 業
代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 今 野 功 成

管 理 者

総 務 部 長 舛 谷 祐 幸 企 画 部 長 福 原 勝 人

市 民 部 長 加 藤 博 勝 健 康 福 祉 部 長 加 藤 実

農 林 部 長 福 田 浩 経 済 産 業 部 長 高 橋 正 人

建 設 部 長 古 屋 利 彦 災害復旧事務所長 進 藤 孝 雄

病 院 事 務 長 冨 樫 公 誠 教 育 指 導 部 長 佐 藤 英 樹

総 務 部 次 長 兼
生 涯 学 習 部 長 安 達 成 年 佐々木 隆 幸

総 務 課 長

議会事務局職員出席者

局 長 齋 藤 博 美 参 事 齋 藤 孝 文

参 事 進 藤 稔 剛 参 事 冨 樫 康 隆

副 主 幹 佐 藤 和 人
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午前１０時００分 開 会

○議長（金谷道男） おはようございます。

これより令和２年第１回大仙市議会定例会を開会いたします。

市長から招集の挨拶があります。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） おはようございます。

本日、令和２年第１回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におか

れましてはご参集をいただきまして誠にありがとうございます。

さて、今次定例会におきましてご審議をお願いいたします案件は、一般会計補正予算

に係る専決処分報告１件、人事案３０件、条例案２５件、単行案５件、補正予算案１０

件、そして令和２年度当初予算案１９件の合計９０件であります。

このうち報告第１号の専決処分報告並びに議案第１号から議案第３３号までの人事案、

単行案及び補正予算案の計３４件につきましては、本日の採決をお願いするものであり

ます。

また、代表監査委員の福原堅悦氏が今年度末をもって退任されることから、後任の代

表監査委員の人事案につきましては、準備が整い次第、追加提案させていただきたいと

存じます。

各案件につきまして、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げまして招集の挨

拶とさせていただきます。

【老松市長 降壇】

午前１０時０２分 開 議

○議長（金谷道男） これより本日の会議を開きます。

欠席の届出は２０番橋本五郎君であります。

○議長（金谷道男） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長（金谷道男） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、議長において１４番後藤健君、



- 9 -

１５番佐藤育男君、１７番児玉裕一君を指名いたします。

○議長（金谷道男） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から３月１７日までの２６日間といた

したいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって、会期は２６日間と決定いたしまし

た。

○議長（金谷道男） 次に、日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

議会の委任による専決処分報告が市長から、例月現金出納検査結果が市監査委員から

提出されております。

また、１２月定例会初日から昨日までの議会動静報告書を別添お手元に配付のとおり

報告いたします。

○議長（金谷道男） 次に、日程第４、市長から施政方針演説のため発言の申し出があり

ますので、これを許します。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） 令和２年第１回大仙市議会定例会に当たり、令和２年度の市政運営

の基本方針と施策の概要について、ここに申し述べます。

「令和」の時代となって初めての新春を迎えました。今年は十二支の始まり「子年」

であり、中国の「漢書」によれば、新しい生命が種子の中に萌し始めることを指すとさ
かんじょ きざ

れています。まさに未来への可能性を感じさせる年であります。

折しも、今年は世界中から注目され、日本全体が躍動する「東京２０２０オリンピッ

ク・パラリンピック」が開催される年であります。日本中が大いに盛り上がり、未来に

向けた大きなステップとなりますことを期待いたしますとともに、本市においても希望

や期待にあふれ躍動する１年となりますよう、全力で市政運営に取り組んでまいります。

さて、記録的な少雪の中で穏やかな年が明けた令和２年でありますが、スキー場の早

期営業終了や一部冬行事の中止など、様々な影響が出てきております。２月に入り、ま

とまった降雪があったものの、春以降の水不足が懸念されており、市民生活や農作物の
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生育に影響を及ぼさないよう、情報収集と対策の検討を進めてまいります。

また、世界中を巻き込み、まだ終息の見通しが立たない新型コロナウイルスの感染拡

大でありますが、本市では２月７日に「大仙市新型コロナウイルス対策部」を立ち上げ、

国や県、医療機関との連携を図りながら情報収集や感染予防方法の周知、相談窓口の設

置などを実施しております。市民の皆様の不安を取り除くとともに、有事の際の迅速な

対応に備え、引き続き万全な体制づくりに努めてまいります。

昨年を振り返りますと、本市におきましては「大仙市花火産業構想第Ⅱ期」のスター

トや岩手県宮古市との友好交流都市協定の締結、「大曲武道館建替事業」や「（仮称）

大綱交流館整備事業」の実施など、地域の活性化や交流人口の増加、市民の皆様の活動

増進につながるような取り組みを積極的に進めた年でありました。

今年も、これまでの取り組みを一層加速させるとともに、時代の潮流を的確に捉えた

本市の未来につながる先進的な取り組みや既成概念にとらわれない創意ある取り組みに

挑戦し、地域をすみずみまで元気にする、住み良さを実感し、将来に希望が持てるまち

づくりを着実に推進してまいります。

本市では、昨今の人口減少をはじめとした社会全体の大きな変化に対応し、市政運営

の羅針盤である「第２次大仙市総合計画基本構想」のもと、人口減少の抑制と地方創生

の実現を図るため、今般「第２期大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、

新年度から農業や商工業の振興、子育て支援などの六つの重点施策と１４のパッケージ

に基づいた実効ある取り組みを積極的に進めることとしております。

重点施策の一つ目に掲げる「新時代に向けた農業振興策の強化」につきましては、本

市にとって重要な産業である農業を守り、育み、次世代に引き継いでいくための取り組

みについて幅広く展開していくというものであります。未来を見据えた「だいせん農

業」の確立に向けた取り組みとして、担い手の確保育成や農地集積の加速化、ほ場整備

などの農業基盤づくりに力を入れるとともに、基幹である稲作と畑作・園芸作物等との

複合経営化を推進し、大仙ブランドの確立に力を入れてまいります。

また、地域企業等と連携した６次産業化や地産地消を一層進めるとともに、先端技術

を導入したスマート農業の推進も加速させてまいります。

さらに、花火産業構想に続く地方創生の第二の矢として策定する「農業と食に関する

活性化基本構想」に基づき、恵まれた風土を生かした強い農業の推進や、優れた農産物

・地酒・食文化などの強みを生かした裾野の広い産業の振興、「美食産地 大仙」の情



- 11 -

報発信の強化並びに「農業と食」による地域の活性化の四つを基本方針とした大仙市全

体が活気づく取り組みを積極的に進めてまいります。

重点施策の二つ目に掲げる「地域企業の振興と企業誘致の強化」につきましては、商

工業の振興が就業機会の創出や所得向上はもとより、若者や移住者の定住促進に加え、

結婚・出産につながる本市発展の「要」であるとの考えのもと、多岐にわたる商工業振

興策を重層的に展開していくというものであります。地域企業の情報発信や若者の雇用

促進、多様な人材の活躍に向けた環境整備、地域企業の販路開拓支援、中小企業の経営

基盤強化などを進めるとともに、企業誘致や創業支援の強化などに取り組んでまいりま

す。

このうち、企業誘致の強化として取り組む新たな企業団地の整備については、１月か

ら設計及び測量業務に着手しており、今後、地権者及び関係者への説明を丁寧に行いな

がら事業を着実に推進してまいります。

加えて、これにあわせた企業誘致策として、新たに建物や設備の整備に対し、最高１

億円を助成する制度を創設するなど、支援策の強化も図ってまいります。

重点施策の三つ目に掲げる「移住・定住の促進と若者がチャレンジできる環境づく

り」につきましては、現在の転出超過に歯止めをかけ、人口減少の抑制につなげるとと

もに、若者が自分の夢に向かってチャレンジできるような環境づくりに取り組むという

ものであります。

「第２期移住・定住促進アクションプラン」に基づき、移住コーディネーターや移住

者向け無料職業紹介所の設置、移住体験応援事業などの効果的な取り組みを実施すると

ともに、「女性が住みたくなるまちづくりワークショップ」の開催や、空き家の活用と

移住促進を組み合わせた「リノベーションまちづくり」など新たな取り組みの検討を進

めてまいります。

また、高校生や県外進学者等への地元企業情報の発信、奨学金返還助成制度の創設、

雇用助成金のＡターン枠の活用促進などにより、地域全体で若者のふるさと回帰を応援

してまいります。

さらには、子どもが郷土に誇りを持つふるさと教育の推進や、本市を応援してくださ

る関係人口の創出・拡大などにも力を入れてまいります。

重点施策の四つ目に掲げる「結婚・出産の希望をかなえ、子育てしやすい環境づく

り」につきましては、出会いから結婚、出産、子育てなどのライフステージに応じた切
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れ目のないサポート体制を構築するというものであります。

出会い・結婚の支援については、結婚を機に本市に居住する新婚夫婦に対し地域商品

券を交付する「結婚祝い金事業」を実施するとともに、条件を満たす新婚夫婦に対し住

宅の取得費用や引っ越し費用等の一部を支援する「結婚新生活支援事業」を実施してま

いります。

また、出産後に係る支援として、出産後において支援を要する産婦とその子に対しケ

ア・サポートを行う「産後ケア事業」を実施するとともに、「出産祝い金」として地域

商品券を交付する「スマイル子育て応援事業」を実施することとしております。

子育て支援については、昨年１０月からスタートした「幼児教育・保育の無償化」に

ついて、子育て家庭の経済的負担を一層軽減するため、無償化から外れた副食費の全額

を助成するとともに、在宅で子育てする家庭への支援として新たに「在宅保育すこやか

応援事業」を実施してまいります。

また、児童クラブの利用希望者の増加を受け、大曲小学校区に「第４ぽぷら児童クラ

ブ」を開設するほか、「第２いちょう児童クラブ」の定員を増員するとともに、利用者

負担金を減額するなど、子育て世帯の利用ニーズにあわせた運営に努めてまいります。

福祉医療制度については、県制度に市の独自支援を加えた助成形態を継続しつつ、令

和２年８月診療分から対象年齢を１８歳まで拡大するとともに、所得制限を撤廃し、自

己負担分の全額を助成してまいります。

重点施策の五つ目に掲げる「ともに支え合い誰もが活躍できる地域づくり」につきま

しては、人生１００年時代といわれる中、市民の皆様が健やかに、そして幸せに暮らせ

る「健幸寿命」を伸ばすとともに、相互に支えあい、一人一人が能力や個性を発揮し活

躍できる包摂性のある地域、そして安全・安心に暮らせる地域社会を構築するというも
ほうせつせい

のであります。

地域との協働による健康づくりや地域住民が主体となった組織づくりに加え、見守り

や家事援助等の生活支援サービスの充実を図るほか、医療・介護の連携や予防事業の展

開、総合相談体制の強化や地域ケア会議の推進など、地域包括ケアシステムの充実に向

けた取り組みを進めてまいります。

また、「第２次大仙市雪対策総合計画」に基づき、自治会等による自主的な除雪活動

への支援や除雪困難な高齢者等への支援のほか、高齢者の就労促進や老人クラブ活動へ

の支援を行うなど、生涯を通じて誰もが活躍できる地域社会の形成に取り組んでまいり
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ます。

重点施策の六つ目に掲げる「地方創生への挑戦」につきましては、地域の元気は大仙

市全体の元気であり、ひいては日本全体の元気の創出につながるという考えのもと、地

域にある資源を見つめ直し、磨き上げ、新たな産業として発展させることによって地方

創生を実現していくというものであります。

地方創生の第一の矢として位置付ける「大仙市花火産業構想」につきましては、来年

度から「大曲の花火」を軸とした海外展開の本格検討をスタートさせることとしており

ます。構想では、海外の花火都市との国際交流推進事業の実施や国際花火競技大会の開

催などを主要施策として掲げており、「花火のまち 大仙市」を世界に向けて発信し、

インバウンド誘客を促進させ、地域経済への波及と産業の活性化に結びつけてまいりた

いと考えております。

また、この海外展開の検討にあわせ、「大曲の花火」のブランド力をさらに強化する

ため、今月２５日に「中小企業地域資源活用促進法」に基づく「ふるさと名物」として

「大曲の花火」を応援宣言することとしております。この宣言をきっかけに「大曲の花

火」を活用した中小企業等の新たな取り組みが生まれ、世界に発信できる地域ブランド

として大きく成長し、地域経済・産業の活性化の原動力の一つにしたいと考えておりま

す。

このほか、地方創生の第二の矢である「大仙市農業と食に関する活性化基本構想」を

着実に推進するとともに、第三の矢としてイメージしている文化財や名勝、史跡、伝統

行事や伝統芸能などをテーマにした新たな活性化構想についても、今後策定に向けて検

討を進めてまいります。

次に、令和２年度当初予算（案）の概要について申し上げます。

当初予算（案）につきましては、「第２次大仙市総合計画後期実施計画」並びに「第

２期大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間の初年度となることから、本

市の将来を見据えた施策の展開を図ることに重点を置き、これまでの取り組みについて

的確に分析・評価した上で、潜在的な成長力のさらなる掘り起こしのほか、少子化や子

育て支援、若者の定住対策などを強く押し進める取り組みに対し、予算を優先的に配分

しております。

一般会計の予算規模につきましては、前年度に比べ２億６，０５０万円、率にして

０．６パーセントの減となる４２４億６２０万円を計上しておりますが、令和２年度へ
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繰り越す国の補正予算第１号に関連する事業約７億８，０００万円を今次定例会に補正

予算案として計上していることから、実質的な予算額が４３１億円を超え、前年度予算

額を上回るものであります。

重点施策への予算配分につきましては、結婚・妊娠・出産・子育てに至るまで切れ目

のない支援に加え、第２期移住・定住促進アクションプランや花火産業構想第Ⅱ期に関

連する取り組みを含む「地方創生へのチャレンジ」に３２億８，１００万円、「地元企

業の振興と企業誘致の強化」に３億１，５００万円、農業と食に関する活性化基本構想

の取り組みを含む「新時代に向けた農業振興策の強化」に１８億６，２００万円、「地

域全体の元気づくり」に８億５，２００万円、「市民生活を守る安全・安心なまちづく

り」に４６億２００万円を計上しており、合計予算額１０９億１，２００万円、率にし

て２５．７パーセントとなっております。

その他の会計につきましては、新たに企業団地整備事業特別会計を加えた１４事業の

特別会計の合計が１０６億８，３３４万２千円、４事業の企業会計の合計が９８億

３，５４５万１千円、これらを含む全会計の予算総額は６２９億２，４９９万３千円と

なっております｡

なお、予算編成に当たっては、一般財源の不足を補うため財政調整基金の取り崩しを

行っておりますが、一定の基金残高を確保できるよう、令和元年度の決算見込み等を勘

案し、積み増しを行ってまいります。

今後も財政規模の縮小は避けられないことから、自主財源の確保に向けた取り組みの

ほか、限られた財源の中で一層の選択と集中を進めながら、持続可能かつ健全な財政運

営に努めてまいります。

次に、令和２年度の主な施策の概要について、総合計画の施策の体系順に申し上げま

す。

はじめに、産業振興・雇用などについてであります。

稲作につきましては、堅調に推移する米価の維持や農業所得の向上を図るため、米の

事前契約の促進と生産調整の実効性確保に努めるとともに、高品質米や特色ある米づく

りに対し引き続き支援し、需要に基づいた米の生産を推進してまいります。

加えて、農地集積・集約化による経営規模の拡大やコスト削減を図るため、稲作を主

体に取り組む経営体に対し水稲作業用機械の導入を支援してまいります。

また、本市独自の取り組みとして進めている大豆の生産振興を推進するとともに、高
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収益を期待できる枝豆やリンドウなどの生産に係る機械の導入に対し支援を行い、引き

続き産地づくりを推進してまいります。さらに、農業法人が規模拡大に取り組むイチゴ

生産施設等の導入に対し、県の補助事業とあわせて支援を行い、周年農業の確立を進め

てまいります。

６次産業化につきましては、事業化に取り組む意欲ある農業者等に対し、加工に必要

な機械・施設の導入支援、原料作物の生産支援を行うなど、一体的に生産・加工・販売

に取り組むことができる環境の整備を進めてまいります。また、収益力の強化や生産規

模の拡大を目指す畜産農家に対し、国の畜産クラスター事業や県事業を活用し、繁殖牛

増頭等に向けた支援を行ってまいります。

担い手の確保育成対策につきましては、東部・西部新規就農者研修施設での若手就農

者の育成のほか、法人化支援、経営安定化に向けたフォローアップなどを実施してまい

ります。また、農業生産基盤の整備として新たに採択される太田地域の「太田南部地

区」を含め、１４地区で実施される県営ほ場整備事業を推進してまいります。

林業振興につきましては、森林資源の適切な管理を目的に創設された「森林管理制

度」において、森林所有者に対し今後の管理方針について意向調査を行うなど、適切な

森林整備の促進に努めてまいります。

企業にとって大きな課題となっている人材確保につきましては、昨年１０月に厚生労

働省と委託契約を締結した「地域雇用活性化推進事業」の実施により、魅力的な雇用の

創出や地場産業を担う人材の育成に取り組み、人材不足の解消を図ってまいります。

また、「地域商店街元気づくり事業」につきましては、今年度、県の「起業者を呼び

込める商店街づくり支援事業」を活用した刈和野地区の取り組みを市全域に展開するこ

ととしており、大仙市商工会と連携を図りながら地域商店街の活性化と持続的発展に努

めてまいります。

観光振興につきましては、県及び東日本旅客鉄道株式会社秋田支社との連携のもと、

首都圏において観光キャラバンを実施するとともに、「大曲の花火」を中心とした本市

の魅力ある観光資源に加え、大仙市生まれの秋田犬「マサル」の知名度を活用し、首都

圏に設置するアンテナブース等で観光ＰＲイベントを開催するなど、本市の知名度の向

上と交流人口のさらなる拡大に努めてまいります。

また、観光客をはじめとする利用者の利便性向上を図るため、駅舎や道の駅などの観

光の拠点である施設整備を計画的に進めることとしております。令和２年度は、ＪＲ大
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曲駅と併設する市所有施設において、エスカレーターの増設工事に着手するとともに、

市観光情報センターの機能拡充を進めてまいります。

温泉施設につきましては、太田町生活リゾート株式会社の解散に伴い、４月から中里

温泉を市が直接運営することとしておりますが、今後、市が関連する全ての温泉施設に

ついても経営状況や利用状況等を総合的に勘案し、健全な施設運営に向けた見直しを順

次進めてまいります。

次に、子育て、健康・福祉などについてであります。

任意の予防接種につきましては、子育て世帯の経済的負担の軽減と接種率の向上を図

るため、新たに「おたふくかぜ」の予防接種に要する費用の一部を助成してまいります。

がん対策につきましては、これまで子宮頸がん、乳がん、胃がん及び肺がんの検診で

実施していたコール・リコール事業に新たに大腸がん検診を追加し、受診率の向上と

がんの早期発見、早期治療に結び付けてまいります。

障がい者支援につきましては、令和２年度末までに行う地域生活支援拠点の整備や、

利用者ニーズに即した事業内容の見直しなど、住み慣れた地域で安心して暮らすことが

できる地域社会の実現を目指してまいります。

福祉関係計画につきましては、地域福祉計画、高齢者プラン及び障がい福祉計画・障

がい児福祉計画が令和２年度に計画期間の最終年度を迎えることから、これまでの取り

組みを検証するとともに、社会情勢やニーズの変化を的確に捉えた実効ある計画を策定

してまいります。

スポーツ振興につきましては、３月１６日にミズノ株式会社と包括連携協定を締結す

るほか、令和２年度の株式会社楽天野球団とのパートナー協定や、大塚製薬株式会社と

の包括連携協定の締結に向けた協議を進め、スポーツ活動を通じた市民の健康の維持増

進に努めてまいります。

また、７月１８日から２０日までの３日間、本県を含む全国３２チームの参加のもと、

第４回全国５００歳野球大会を開催することとしており、関係機関と連携した「おもて

なし」を充実させ、交流人口の拡大と市のＰＲに努めてまいります。

「東京２０２０オリンピック・パラリンピック」に関連した取り組みにつきましては、

６月９日に県の公募ランナーや本市の推薦ランナーを含めた１８名が参加し、大曲飯田

地区からヒカリオイベント広場までを区間とする聖火リレーが開催されます。

また、８月１５日に仙北地域で開催される「彩夏せんぼく」にあわせ、「パラリン
さ い か
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ピック聖火フェスティバル」を開催し、古代方式の火おこしによる聖火の採火式を執り

行うこととしており、スポーツイベントを通じた地域の活性化に努めてまいります。

次に、安全・安心、都市整備などについてであります。

地球温暖化防止対策につきましては、市の関連施設から発生する二酸化炭素の排出を

抑制するため、国の補助制度を活用して省エネルギー設備等の導入工事を実施しており

ます。令和２年度は、協和支所、仙北ふれあい文化センター、仙北図書館を対象に、二

酸化炭素排出削減効果の高い設備の導入を計画しており、低炭素社会の実現に資する取

り組みを推進してまいります。

消費者行政の推進につきましては、高度化する特殊詐欺等から市民の皆様を守るため、

専門相談員による相談窓口を維持するとともに、ＦＭはなびを活用した注意喚起の実施

や「特殊詐欺等電話撃退装置」の無料貸出等を行ってまいります。

消防団活動の充実につきましては、団員の確保や士気高揚、地域の活性化を図るため、

新たに市内の協力店舗等において、消防団員を対象とした割引サービス等を提供する

「消防団応援の店事業」を実施するほか、消防団音楽隊の設置に向けた準備を進めるな

ど、地域防災の要である消防団員を地域全体で応援する体制づくりに取り組んでまいり

ます。

防災対策につきましては、自主防災組織の積極的な活動を働き掛けるとともに、「地

区防災マップ」や「マイ・タイムライン」の策定を促進し、共助による避難体制の構築

を目指してまいります。

また、現在、県が実施している県管理河川の浸水想定区域の見直しや土砂災害警戒区

域等の調査終了にあわせ、近年の災害状況に即した新たなハザードマップの作成に向け

準備を進めてまいります。このほか、県管理河川流域の内水氾濫箇所について、河川ご

とにハード・ソフト一体となった防災・減災対策の取り組みを県と協働で実施するとと

もに、大規模自然災害に備えるための防災や減災対策に加え、迅速な復旧・復興に資す

る施策を総合的に取り組む「国土 強靭 化地域計画」を策定し、災害に強いまちづくり
きょうじん

を推進してまいります。

空き家対策につきましては、「空き家等の適正管理に関する条例」に基づき、危険な

空き家の所有者等に対し適正な管理を求めるとともに、必要に応じて解体費の一部を助

成するほか、新たに空き家の所有者へ管理事業者の情報を提供する「空き家管理サービ

ス事業者登録制度」を実施してまいります。



- 18 -

また、「大仙市空き家等対策計画」が令和２年度に計画期間の最終年度を迎えること

から、これまでの取り組みを検証するとともに、危険な空き家の対応に取り組む自治会

等への支援も視野に入れ、さらなる空き家対策の推進に向けた実効性ある計画を策定し、

安全・安心で快適な生活環境の提供に努めてまいります。

「秋田新幹線防災対策トンネル整備促進期成同盟会」につきましては、首都圏等との

大動脈である秋田新幹線の安全性向上と安定的運行に資する防災対策トンネルの早期整

備実現に向け、引き続き国等への要望活動を行ってまいります。

地域公共交通の整備につきましては、市民アンケートや交通事業者との意見交換をも

とに、各地域の実情に即した新たな交通システムを構築し、その実証運行を行ってまい

ります。

また、「大仙市地域公共交通網形成計画」が令和２年度に計画期間の最終年度を迎え

ることから、これまでの取り組みの検証を行うとともに、実証運行の結果を反映させた

実効性のある計画を策定し、持続可能な公共交通の整備に取り組んでまいります。

一般廃棄物最終処分場につきましては、令和３年度に廃止を予定している大曲地域及

び中仙地域の最終処分場のモニタリング調査を行い、残る５カ所の最終処分場について

も計画的な廃止に向けた準備を進めてまいります。

道路整備につきましては、平成２９年から２カ年にわたり発生した豪雨災害に伴う災

害復旧工事がおおむね完了したことから、今後、一時的に抑制していた道路改良や舗装

補修等による交通インフラの整備を強化し、利用者の利便性向上に努めてまいります。

また、きめ細やかな道路パトロールの強化に加え、昨年度から本格運用しているス

マートフォンを活用した道路情報収集システムをさらにＰＲするとともに、市民から寄

せられる情報に迅速な対応を図るなど、安全で快適な道路空間の確保に努めてまいりま

す。

橋りょうの老朽化対策につきましては、大曲地域の姫神橋、仙北地域の刈又橋の大規
かりまたばし

模な修繕工事を行うとともに、平成２６年３月に策定した「 橋梁 長寿命化修繕計画」
きょうりょう

の見直しを行い、効率的かつ効果的な維持管理に取り組んでまいります。

また、国道４６号盛岡・秋田道路及び国道１０５号大曲・鷹巣道路の整備促進につい

ては、現在、関係自治体とともに要望活動を実施しております。

国道１３号については、横手・大曲間において改修整備に向けた要望活動を行ってお

りますが、大曲・秋田間も一部区間を除き片側１車線であることに加え、急勾配や急
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カーブ区間が点在するなど様々な問題を抱えていることから、関係自治体と同盟会を立

ち上げ、その解消に向けた要望活動を展開してまいりたいと考えております。

上水道事業につきましては、令和２年度から新宇津台浄水場の運転を開始するほか、

引き続き老朽化した配水管の改良工事を行い、安全・安心な水道水の供給に努めてまい

ります。また、新たに加圧式給水車１台及び組立式給水タンク４基を導入し、自然災害

等による断水時の対応を強化してまいります。

簡易水道事業につきましては、神岡神宮寺地区、北楢岡地区及び西仙北大野地区を統

合するとともに、統合地区の給水範囲を大曲松倉地区まで拡張するため、新たな水源地

の築造や急速ろ過設備の増設、管路の布設を進めてまいります。また、南外地区の給水

範囲を内小友中山地区まで拡張するため、設計業務の委託や管路の布設工事に着手して

まいります。

下水道事業につきましては、大曲地域における公共下水道の整備完了に向け、引き続

き管路工事を実施するほか、長寿命化対策として佐野町、若竹町、朝日町の管渠改築工

事を実施してまいります。

また、人口減少や施設の老朽化に対応するため、神岡東部、仙北地域の払田地区、福

田地区、薬師地区の各農業集落排水を流域下水道に接続する工事を実施するとともに、

農業集落排水処理施設の機能診断調査を行い、施設の統廃合や更新を進めてまいります。

住環境の整備につきましては、住宅の耐震化率の向上に向け、木造住宅の耐震診断、

耐震改修の費用に対する助成を引き続き行うほか、子育て世帯への支援を強化した「住

宅リフォーム支援事業」を実施し、さらなる居住環境の向上に努めてまいります。

市営住宅の長寿命化につきましては、「公営住宅等長寿命化計画」が計画期間の最終

年度を迎えることから、さらなる予防保全的な維持管理や長寿命化に有効な改善策に向

けた新たな計画を策定し、将来を見据えた施設管理を進めてまいります。

次に、教育、生涯学習、芸術・文化などについてであります。

教育内容の充実につきましては、キャリア教育推進「総合的な学力育成」事業や「大

仙ふるさと博士育成」事業を引き続き実施し、自分らしい生き方を実現できる資質や能

力を育成する機会の創出に努めてまいります。

学習環境の整備につきましては、令和２年度から小学校における外国語活動の学習時

間が大幅に増加することを受け、英語教育アドバイザーの配置やＡＬＴの増員などによ

る指導体制の強化を図るとともに、「グローバルジュニア・マイスター育成事業」によ
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る児童・生徒の体験活動の充実に努めてまいります。

中仙地域の学校統合につきましては、「中仙地域統合小中学校開校準備委員会」に分

野ごとの作業チームを編成し、保護者や地域関係団体への説明、施設整備の検討などを

行いながら、令和３年４月の開校に向け、準備を進めてまいります。

「花館小学校校舎増築事業」につきましては、校区内の住宅地造成により、子育て世

代の流入による児童数の増加が予想され、令和３年度には普通教室の不足が見込まれる

ことから、児童規模にあわせた施設整備を進めてまいります。

西仙北地域で整備を進めている「（仮称）大綱交流館整備事業」につきましては、７

月中旬の完成に向け順調に工事が進捗しております。開館は１０月を予定しており、新

たな地域の拠点として多くの皆様から利用していただける施設となるよう準備を進めて

まいります。

総合図書館事業につきましては、令和２年度から始まる「第３次大仙市親と子の夢を

育む読書活動推進計画」に基づき、読書活動の機会の充実や習慣化に資する取り組みを

進めてまいります。

総合市民会館事業につきましては、四つの市民会館において優れた芸術鑑賞の機会を

提供するほか、「音楽のまち大仙市」として市内の児童・生徒をはじめ、音楽団体や幅

広い音楽ジャンルからの参加を促進し、より多くの市民の皆様に楽しんでいただける

「大仙市音楽祭」を開催してまいります。

この「音楽のまち大仙市」に関連した取り組みである「ミュージックフェスティバル

ｉｎ ＤＡＩＳＥＮ」につきましては、本市に縁のある歌手が出演する歌謡祭に加え、

新たに「民謡祭」や「太鼓祭」をあわせた総合的な音楽イベントとして２日間にわたり

開催することとしており、音楽や郷土文化を通じた地域の活性化に努めてまいります。

文化財の保護・活用につきましては、本市が所蔵する「鈴木空如筆法隆寺金堂壁画」

が３月１３日から５月１０日までの間、東京国立博物館を会場に開催される特別展「法

隆寺金堂壁画と百済観音」に展示されます。これを契機として捉え、本市文化財の歴史

的価値の普及と文化財を活用したまちづくりを進めてまいります。

地域間交流につきましては、友好交流都市である神奈川県座間市、岩手県宮古市及び

有縁交流都市である宮崎県宮崎市の３市と、青少年や市民団体による交流の充実を図り、

友好関係のさらなる発展を目指してまいります。

国際交流につきましては、友好交流都市である韓国唐津市との青少年交流事業の実施
た ん じ ん し
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や、台湾新北市中和区との中学生交流に向けた取り組みを行うなど、観光や教育、文化
し ん ぺ い し ちゅうわ く

等の様々な分野の交流発展に努めてまいります。

次に、地域社会の維持・活性化等についてであります。

地域社会の維持・活性化につきましては、地域の課題解決に向けた市民活動を応援す

る地域枠予算に加え、自治組織の育成、自治会館の維持管理に対する支援を引き続き

行ってまいります。

市民との協働によるまちづくりにつきましては、地域資源の掘り起こしと活用を目的

とした「地域の魅力再発見事業」による各地域の特色ある取り組みに加え、新たな事業

を展開することにより、各地域の魅力をさらに磨き上げてまいります。

組織機構の再編につきましては、人口減少の進行と財政規模の縮小により職員数が減

少していく中で、地域の窓口である支所体制の維持を重視しつつ、将来を見据えた行政

サービスの維持・向上につながる体制を構築してまいります。具体的には、各支所に建

設・上下水道業務に関連する窓口機能を残しつつ、市内三つのエリアに土木系などの専

門職を集約し、それぞれの拠点を本庁、太田庁舎、協和庁舎に設置するとともに、公共

施設の老朽化対策や公有財産の有効活用を行う「財産活用課」、スマートシティへの転

換を見据えながら行政運営に新たなＩＣＴ技術の導入を進める「ＩＣＴ推進課」を本庁

に設置することとしております。

また、市民生活に直結する業務を担う「税務課」及び「債権管理課」については、事

務の効率化と窓口の簡素化を図るため、「総務部」から「市民部」へ移管することとし

ており、今次定例会に条例案を上程しております。

以上、市政運営に対する私の考え方について申し上げました。

結びに、今年は大仙市誕生１５周年という記念の年であり、「第２次大仙市総合計画

後期実施計画」や「第２期大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略」による新たなまち

づくりがスタートする節目の年であります。これまでの歩みを振り返るとともに、本市

の将来を展望した「新たな道」を切り開いていくための契機にしたいと思っております。

２０１５年に国連総会で採択された、ＳＤＧｓを含む「持続可能な開発のための

２０３０アジェンダ」の宣言の中に、「我々は貧困を終わらせることに成功する最初の

世代に成り得る。同様に、地球を救う機会を持つ最後の世代になるかも知れない」とい

う一文があります。これが意味する期待感と危機感の共存は、人口減少の抑制と地方創

生の挑戦にも通じ、人口減少に終止符を打つ最初の世代に成り得ると同時に、地方創生
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を実現できる最後の世代になる可能性があると読み替えて、私自身の市政運営の糧にし

ているところであります。本市が次なるステージへと希望の花を大きく咲かせていくた

めには、今を生きる私たちの熱意や行動が重要であります。未来を創るのは、今この時

であり、この時代に汗をかき躍動しなければならないという強い決意と覚悟のもと、市

勢発展に向けた「だいせん創生」に市民の皆様とともに力強く取り組んでまいります。

市民の皆様並びに議員各位からの、より一層のご支援とご協力をお願い申し上げまし

て、令和２年度の施政方針といたします。

【老松市長 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、日程第５、議案第１号から日程第３２、議案第２８号までの

２８件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） 議案第１号から議案第２８号までの荒川財産区、峰吉川財産区、船

岡財産区並びに淀川財産区の各財産区管理委員の選任につきまして、ご説明申し上げま

す。

お手元の資料ナンバー１の議案書の２ページから２９ページまでになります。ご覧を

いただきたいと存じます。

本２８議案につきましては、荒川、峰吉川、船岡並びに淀川財産区管理会の委員の任

期が来たる５月１８日をもって満了となりますが、その後任として議案記載のとおり委

員を選任することについて、協和町財産区管理会条例第３条第１項の規定により、議会

の同意を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願いを

申し上げます。

【老松市長 降壇】

○議長（金谷道男） これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本２８件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会の付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって、本２８件については、委員会の付

託を省略することに決しました。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 討論なしと認めます。

これより議案第１号から議案第２８号までの２８件を一括して採決いたします。本２

８件は同意と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって、本２８件は同意することに決しま

した。

○議長（金谷道男） 次に、日程第３３、議案第２９号及び日程第３４、議案第３０号の

２件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） 議案第２９号及び議案第３０号の人権擁護委員の候補者の推薦につ

き意見を求めることにつきまして、ご説明申し上げます。

議案書の３０ページと３１ページになります。ご覧いただきたいと存じます。

本市人権擁護委員のうち、大曲地域の杉山美紀子氏並びに鈴木祐子氏の任期が来たる

３月３１日をもって満了となることから、その後任候補の推薦について、秋田地方法務

局から依頼がありました。

つきましては、杉山美紀子氏の後任として、大曲地域の和田美砂子氏を、鈴木祐子氏

の後任として同じく大曲地域の柴田敬史氏を新たに推薦するため、人権擁護委員法第６
ひ ろ し

条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願いを

申し上げます。

【老松市長 降壇】

○議長（金谷道男） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本２件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員

会の付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって、本２件については、委員会の付託

を省略することに決しました。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 討論なしと認めます。

これより議案第２９号及び議案第３０号までの２件を一括して採決いたします。本２

件は同意と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって、本２件は同意することに決しまし

た。

○議長（金谷道男） 次に、日程第３５、報告第１号から日程第３８、議案第３３号まで

の４件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。舛谷総務部長。

【舛谷総務部長 登壇】

○総務部長（舛谷祐幸） はじめに、報告第１号、令和元年度大仙市一般会計補正予算

（第９号）につきまして、ご説明を申し上げます。

お手元の資料ナンバー２の補正予算書〔１月専決〕をご覧願います。

１ページをどうかお願いいたします。

今回の補正予算につきましては、第三セクターの太田町生活リゾート株式会社に対し、

昨年１１月に冬季の繁忙期における温泉やスキー場の収入が得られるまでの当面の運転

資金を補助したところでありましたが、今冬の降雪不足によりましてスキー場の営業収

入が見込めず、３月までの経営継続が困難な状況となったことから、追加の緊急支援経

費について補正を行ったものであります。

歳入歳出予算の総額にそれぞれ２，９８４万７千円を追加し、補正後の予算総額を

４４６億５，２３２万２千円としたものであります。
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補正予算の概要につきまして、事項別明細書により歳入からご説明を申し上げます。

６ページをお願いいたします。

２０款繰越金は、前年度繰越金として２，９８４万７千円の補正であります。

続きまして、歳出についてご説明を申し上げます。

７款商工費は、大仙市第三セクター緊急支援経費として、太田町生活リゾート株式会

社に対する緊急経営安定事業費補助金２，９８４万７千円の補正であります。

以上、補正予算の専決処分につきましてご説明を申し上げましたが、地方自治法第

１７９条第１項の規定に基づき、令和２年１月２０日付で専決処分を行ったものであり、

同条第３項の規定によりまして議会に報告し、ご承認をお願いするものであります。

続きまして、議案第３１号、令和元年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変

更につきまして、ご説明を申し上げます。

お手元の資料ナンバー１、議案書の３２ページをご覧願います。

本案は、令和元年度において一般会計から同特別会計に繰り入れる額を「６，７０２

万８千円以内」から「９，８７６万１千円以内」に改めることにつきまして、地方財政

法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。

続きまして、議案第３２号、令和元年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）につき

まして、ご説明を申し上げます。

お手元の資料ナンバー３の補正予算書〔３月補正①〕をどうかご覧願います。

１ページをお願いいたします。

今回の補正予算は、ふるさと納税寄附額の増加に伴う関連経費や今冬の降雪不足によ

る大曲及び協和スキー場の収入不足を補塡するための一般会計からの繰出金につきまし

て補正をお願いするもので、歳入歳出予算の総額にそれぞれ６，００５万４千円を追加

し、補正後の予算総額を４４７億１，２３７万６千円とするものであります。

補正予算の概要につきまして、事項別明細書により歳入からご説明を申し上げます。

６ページをお願いいたします。

２０款繰越金は、前年度繰越金として６，００５万４千円の補正であります。

続きまして、歳出についてご説明を申し上げます。

２款総務費は、ふるさと納税制度関連経費として、寄附額の増加に伴うインターネッ

ト受付サイト委託料や返礼品などの関連経費として２，８３２万１千円の補正でありま

す。
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８ページをお願いいたします。

１０款教育費は、スキー場事業特別会計繰出金として、今冬の降雪不足によります大

曲及び協和スキー場の収入不足を補塡するための一般会計からの繰出金として

３，１７３万３千円の補正であります。

続きまして、９ページをお願いいたします。

議案第３３号、令和元年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第２号）につきま

しては、今冬の降雪不足によりまして、１月３１日をもって大曲及び協和スキー場の営

業を終了しておりますが、見込んでいた収入を得ることができなかったため、基本協定

に基づき指定管理料を増額するもので、歳入歳出の総額にそれぞれ３，１７３万３千円

を追加し、補正後の予算総額を９，８８２万６千円とするものであります。

１２ページをお願いいたします。

債務負担行為につきましては、大曲ファミリースキー場の指定管理期間が令和２年度

まででありますので、債務負担行為の追加をお願いするものであります。

なお、議案第３１号から３３号につきましては、ふるさと納税に係るインターネット

受付サイトの委託料及び各スキー場の従業員に対する給料や諸経費などについて、２月

中に支払いが必要なことから初日議決をお願いするものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを

申し上げます。

【舛谷総務部長 降壇】

○議長（金谷道男） これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

ただ今、議題となっております報告第１号から議案第３３号までの４件は、議案付託

表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

○議長（金谷道男） この際、常任委員会審査のため、暫時休憩いたします。再開時刻は

後程ご連絡いたします。

午前１０時５８分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 １時００分 再 開
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○議長（金谷道男） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（金谷道男） 日程第３５、報告第１号を再び議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長２４番大山利吉君。

（「はい」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ２４番。

【２４番 大山利吉議員 登壇】

○企画産業常任委員長（大山利吉） 休憩前の本会議において、当常任委員会に審査付託

となりました事件につきまして、本会議休憩中に委員会を開催し、所管関係部長等の出

席を求めて慎重審査いたしましたので、その経過及び結果についてご報告いたします。

報告第１号「専決処分報告について（令和元年度大仙市一般会計補正予算（第９

号））」につきましては、当局からの内容説明に対し、委員から「今回の雪不足が地球

温暖化によるものと考えた場合、今後、雪不足の常態化が心配される。今後のスキー場

運営の在り方について検討していく必要があるのではないか。」との質疑があり、当局

からは「スキー場の売り上げについては、これまで利用客数が約２万人で推移しており、

年末から年始にかけての帰省客や冬休みの児童等による影響が大きい。地球温暖化等に

よる対策について今後検討してまいりたい。」との答弁がございました。

当局からの内容説明を了とし、討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまし

て、本件は承認すべきものと決した次第であります。

以上であります。

○議長（金谷道男） ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

【２４番 大山利吉議員 降壇】

○議長（金谷道男） これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 討論なしと認めます。

これより報告第１号を採決いたします。本件に対する委員長報告は承認であります。

本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって本件は、承認することに決しました。

○議長（金谷道男） 次に、日程第３６、議案第３１号を再び議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。教育福祉常任委員長１９番髙橋徳久君。

（「はい、議長、１９番」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） １９番。

【１９番 髙橋徳久議員 登壇】

○教育福祉常任委員長（髙橋徳久） 休憩前の本会議において、当委員会に審査付託とな

りました事件につきまして、本会議休憩中に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を

求めて慎重審査いたしましたので、その経過及び結果についてご報告いたします。

議案第３１号「令和元年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変更について」

でありますが、当局の内容説明を了とし、質疑及び討論はなく、採決の結果、出席委員

の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（金谷道男） ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

【１９番 髙橋徳久議員 降壇】

○議長（金谷道男） これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 討論なしと認めます。

これより、議案第３１号を採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であ

ります。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決されまし

た。

○議長（金谷道男） 次に、日程第３７、議案第３２号及び日程第３８、議案第３３号の

２件を一括して再び議題といたします。
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本件に関し、各委員長の報告を求めます。はじめに、企画産業常任委員長２４番大山

利吉君。

（「はい、議長」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ２４番。

【２４番 大山利吉議員 登壇】

○企画産業常任委員長（大山利吉） ご報告いたします。

議案第３２号「令和元年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）」につきまして、当

局からの内容説明に対し、委員から「ふるさと納税額が平成２９年度より大幅に増額に

なっているが、その要因は何か。」との質疑があり、当局からは「インターネット受付

サイトを増やしたことや花火関連等の返礼品の充実が考えられる。」との答弁がござい

ました。

当局からの内容説明を了とし、討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまし

て、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（金谷道男） ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

【２４番 大山利吉議員 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、教育福祉常任委員長１９番髙橋徳久君。

（「はい、議長、１９番」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） １９番。

【１９番 髙橋徳久議員 登壇】

○教育福祉常任委員長（髙橋徳久） ご報告いたします。

議案第３２号「令和元年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）」のうち、当委員会

に審査付託となりました所管する予算につきましては、当局からの補正内容の説明を了

とし、質疑及び討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案の

とおり可決すべきものと決した次第であります。

次に、議案第３３号「令和元年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第２号）」

でありますが、当局からの補正内容の説明に対し、委員から「協和スキー場に人工降雪

機が設置されていたと思うが、現在はどのような状況となっているのか。」との質問が
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あり、これに対し当局から「平成２１年のリニューアルの際に廃止となっている。」と

の答弁がありました。

また、委員から「従業員の賃金は支払われているのか。」との質問があり、これに対

し当局から「指定管理者との協定により、正規の賃金の６割を保証させていただいてい

る。」との答弁がありました。

ほかに質疑及び討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案

のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（金谷道男） ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

【１９番 髙橋徳久議員 降壇】

○議長（金谷道男） これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 討論なしと認めます。

これより、議案第３２号及び議案第３３号の２件を一括して採決いたします。本２件

に対する委員長報告は原案可決であります。本２件は、委員長報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（金谷道男） 次に、日程第３９、議案第３４号から日程第７３、議案第６８号ま

での３５件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。舛谷総務部長。

【舛谷総務部長 登壇】

○総務部長（舛谷祐幸） はじめに、議案第３４号、大仙市役所部等設置条例の一部を改

正する条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

資料ナンバー１、議案書の３３ページと３４ページをお願いいたします。
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本案は、機構改革に伴い、総務部の市税に関する事務分掌を市民部に移管するもので、

令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第３５号、大仙市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する

条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の３５ページと３６ページをお願いいたします。

本案は、会計年度任用職員の服務の宣誓に係る規定を整備するもので、令和２年４月

１日から施行するものであります。

続きまして、議案第３６号、大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の３７ページと３８ページをお願いいたします。

本案は、時間外勤務手当などの算出に用いる給料月額を基本とする算出基礎額に寒冷

地手当を加えるもので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第３７号、大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例等の一

部を改正する条例の制定につきまして、ご説明を申し上げます。

議案書の３９ページから４１ページまでをお願いいたします。

本案は、経済情勢の変化などにより宿泊料等が高騰している実情を踏まえ、他市町村

の旅費水準なども考慮し、常勤特別職並びに議会議員の宿泊に係る旅費の額を改定する

ものであります。

また、一般職を含め、宿泊施設の指定等の特別な事情がある場合につきましては、旅

費を調整して支給することができることとするものであります。

令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第３８号、大仙市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条

例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の４２ページと４３ページをお願いいたします。

本案は、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の改正に伴い、引用

法律の題名を改めるなどの改正を行うもので、公布の日から施行するものであります。

続きまして、議案第３９号、大仙市公共施設修繕引当基金条例の一部を改正する条例

の制定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の４４ページと４５ページをお願いいたします。

本案は、公共施設の修繕に加えて解体事業にも基金を充てることができることとする
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ほか、基金の題名を改めるもので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第４０号、大仙市監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制

定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の４６ページと４７ページをお願いいたします。

本案は、監査制度の制度改正に伴い、法律の引用条項を加えるなどの条文整理を行う

もので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第４１号、大仙市印鑑条例の一部を改正する条例の制定につきまし

て、ご説明申し上げます。

議案書の４８ページと４９ページをお願いいたします。

本案は、印鑑登録証明事務処理要領が改正されたことに伴い、所要の文言整理を行う

もので、公布の日から施行するものであります。

続きまして、議案第４２号、大仙市牧野条例の一部を改正する条例の制定につきまし

て、ご説明申し上げます。

議案書の５０ページと５１ページをお願いいたします。

本案は、市内９カ所の牧野のうち、採草地として利用見込みのない下戸川牧野、黒森
し も と が わ

山牧野、田中東沢牧野、白山堂下牧野、大台団地及び神口沢牧野を廃止するもので、令
たなかひがしさわ はくさんどうした じんぐちざわ

和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第４３号、大仙市中仙地域農業総合管理施設条例の一部を改正する

条例の制定につきまして、ご説明を申し上げます。

議案書の５２ページと５３ページをお願いいたします。

本案は、道の駅なかせんの施設及び整備について、利用実態に即した利用区分とし、

利用料金規定を削るもので、公布の日から施行するものであります。

続きまして、議案第４４号、大仙市観光情報センター条例の一部を改正する条例の制

定につきまして、ご説明を申し上げます。

議案書の５４ページから５６ページまでをお願いいたします。

本案は、施設の管理を指定管理者においても行うことができることとするほか、東西

自由通路に加え、２階のインフォメーションホールや１階のふれあい広場にも広告等の

掲示・展示箇所を設けるもので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第４５号、大仙市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につきまして、ご説明申し上
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げます。

議案書の５７ページから６４ページまでをお願いいたします。

本案は、国の参酌基準が見直されたことに伴い、施設における副食費の徴収に関する

規定を整理するなどの所要の改正を行うもので、公布の日から施行するものであります。

続きまして、議案第４６号、大仙市立大曲病院事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の６５ページと６６ページをお願いいたします。

本案は、地方自治法の改正に伴う引用条項ずれの整理を行うもので、令和２年４月１

日から施行するものであります。

続きまして、議案第４７号、大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定

につきまして、ご説明を申し上げます。

議案書の６７ページから７２ページまでをお願いいたします。

本案は、道路法施行令が改正されたことに伴い、道路占用料の額を改定するもので、

所要の経過措置を設け、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第４８号、大仙市営住宅条例の一部を改正する条例の制定につきま

して、ご説明を申し上げます。

議案書の７３ページ、７４ページをお願いいたします。

本案は、民法の改正により法定利率が改められたことに伴い、所要の文言整理などを

行うもので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第４９号、大仙市大曲駅前第二地区都市再生住宅条例の一部を改正

する条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の７５ページと７６ページをお願いいたします。

都市再生住宅の共同施設のうち、高齢者生活相談所と子育て支援施設につきましては、

現在、地域における高齢者の日常生活相談や子育て世帯の交流促進に供しておりますが、

来年度におきましては、これらに加えて就労支援であります、ひきこもり者に対する支

援事業にも活用したいことから、これらの共同施設の用途を廃止するもので、令和２年

４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５０号、大仙市建築物エネルギー消費性能向上計画等認定手数料

条例の一部を改正する条例の制定及び議案第５１号、大仙市低炭素建築物新築等計画認

定等手数料条例の一部を改正する条例の制定につきましては、関連がございますので、
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まとめてご説明を申し上げます。

議案書の７７ページから８０ページまでをお願いいたします。

本２案は、建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の改正に伴い、これら二

つの計画等の認定制度におきまして、共同住宅の廊下や階段などの共用部分を除いて評

価することができる簡易評価方法が導入されたことに伴い、所要の条文整理を行うもの

で、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５２号、大仙市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の

一部を改正する条例の制定につきまして、ご説明を申し上げます。

議案書の８１ページから８５ページまでをお願いいたします。

本案は、神宮寺地区及び、南外地区簡易水道の給水区域の変更及び神岡及び仙北地域

の農業集落排水施設を公共下水道に接続することに伴い、公共下水道の処理区域を変更

するもので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５３号、大仙市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定に

つきまして、ご説明を申し上げます。

議案書の８６ページと８７ページをお願いいたします。

本案は、水道法及び水道法施行令の改正により、指定給水装置工事事業者につきまし

ては、５年ごとに指定の更新を受けることとされたことから、係る手数料１万５千円を

条例規定するもので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５４号、大仙市下水道条例等の一部を改正する条例の制定につき

まして、ご説明を申し上げます。

議案書の８８ページから９１ページまでをお願いいたします。

現在、組合水道や井戸水を利用している世帯につきましては、下水道、農業集落排水

及び戸別浄化槽におきまして、利用人数に応じて定額制の料金を徴収しておりますが、

今後はこれらの世帯も排水量に応じて料金を徴収する従量制へ移行するため、メーター

設置などに係る規定を整備するなどの改正を行うもので、所要の経過措置を設けた上で

令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５５号、大仙市南外多目的集会施設設置条例を廃止する条例の制

定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の９２ページと９３ページをお願いいたします。

本案は、南外地域の本川地域多目的集会所を、今年度をもって廃止することに伴い条
もとかわ
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例を廃止するもので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５６号、大仙市協和農作業準備休養施設設置条例を廃止する条例

の制定につきまして、ご説明を申し上げます。

議案書の９４ページと９５ページをお願いいたします。

本案は、協和地域の協和農作業準備休養施設を、今年度をもって廃止することに伴い

条例を廃止するもので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５７号、大仙市へき地保育所条例を廃止する条例の制定につきま

して、ご説明を申し上げます。

議案書の９６ページと９７ページをお願いいたします。

本案は、大曲地域の高畑保育園を今年度をもって廃止することに伴い条例を廃止する

もので、令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５８号、大仙市中里温泉条例の制定につきまして、ご説明を申し

上げます。

議案書の９８ページから１０２ページまでをお願いいたします。

本案は、中里温泉を今後は指定管理者又は市直営のいずれにおいても管理を行うこと

ができることとして、新たに中里温泉条例を制定し、既存の３条例を廃止するもので、

令和２年４月１日から施行するものであります。

続きまして、議案第５９号、新市建設計画の変更につきまして、ご説明を申し上げま

す。

議案書の１０３ページから１１０ページまでをお願いいたします。

本案は、合併特例債の活用期間の延長に伴い、計画期間を５年延長し、新たに企業団

地整備事業や駅舎のバリアフリー環境整備事業などの事業を追加するなどの計画変更を

行うものであります。

続きまして、議案第６０号、市道の路線の認定及び廃止につきまして、ご説明を申し

上げます。

議案書の１１１ページから１１５ページまでをお願いいたします。

本案は、新たに市道４３路線の認定と、３６路線を廃止することにつきまして、議会

の議決をお願いするものであります。

続きまして、議案第６１号、令和２年度大仙市企業団地整備事業特別会計への繰入れ

につきまして、ご説明を申し上げます。
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議案書の１１６ページをお願いいたします。

本案は、令和２年度において一般会計から同特別会計に１，３１０万円以内を繰り入

れることにつきまして、地方財政法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであ

ります。

続きまして、議案第６２号、令和２年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れにつ

きまして、ご説明を申し上げます。

議案書の１１７ページをお願いいたします。

本案は、令和２年度において一般会計から同特別会計に４，０２６万４千円以内を繰

り入れることにつきまして、地方財政法の規定に基づき、議会の議決をお願いするもの

であります。

続きまして、議案第６３号、令和元年度大仙市一般会計補正予算（第１１号）につき

まして、ご説明を申し上げます。

お手元の資料ナンバーの４、補正予算書〔３月補正②〕をご覧願います。

１ページをお願いいたします。

今回の補正予算は、国の第１号補正予算に採択された事業や各事業費の実績見込みに

よる補正のほか、財政調整基金への積立金などにつきまして補正をお願いするもので、

歳入歳出予算の総額にそれぞれ１４億６６６万円を追加し、補正後の予算総額を４６１

億１，９０３万６千円とするものであります。

４ページをお願いいたします。

継続費につきましては、（仮称）大綱交流館整備事業費の変更をお願いするものであ

ります。

繰越明許費につきましては、県営土地改良事業費負担金のほか、橋りょうや通学路の

整備、除雪機械の購入に係る補助事業など１４件の設定と、６ページになりますけれど

も、国土調査事業費の変更をお願いするものであります。

それから、債務負担行為につきましては、結婚祝金や出産祝金とあわせ、来年度実施

予定であります「子育て世帯応援プレミアム付商品券事業費」に係る事務費について、

債務負担行為の追加をお願いするものであります。

補正予算の概要につきまして、事項別明細書により歳入からご説明を申し上げます。

１１ページをお願いいたします。

１１款地方交付税は、普通交付税として５億１８７万７千円の補正、１３款分担金及
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び負担金は、土地改良事業費分担金として６９万６千円の補正、１５款国庫支出金は、

防災・安全社会資本整備交付金及び学校施設環境改善交付金などとしまして１億

３，７１８万３千円の補正、１２ページになりますけれども、１６款県支出金は、担い

手への農地集積推進事業費補助金及び経営体育成支援事業費補助金などとしまして、

１，６５３万４千円の減額補正、１７款財産収入は、財政調整基金預金利子などをはじ

めとする各基金の預金利子として７７万４千円の補正、１８款寄附金は、ふるさと応援

寄附金などとして１億５，４７８万４千円の補正、１４ページになりますけれども、

１９款繰入金は、地域振興基金繰入金として２００万円の減額補正、２０款繰越金は、

前年度繰越金としまして１億８，３１７万８千円の補正、２１款諸収入は、プレミアム

付商品券販売収入などとして２億５，２８７万２千円の減額補正、２２款市債は、小学

校施設整備事業債及び借換債などとしまして６億９，９５７万４千円の補正であります。

続きまして、歳出についてご説明を申し上げます。

１６ページをお願いいたします。

２款総務費は、６億２３１万５千円の補正であります。

主な内容といたしまして、地域交通対策事業費は、羽後交通株式会社が運行する生活

バス１０路線の赤字補塡に係る補助金として３，１８６万８千円の補正、財政調整基金

積立金は、基金の積み増し及び預金利子の積立金として４億５，０３４万５千円の補正、

ふるさと応援基金積立金は、ふるさと納税制度による寄附金及び預金利子の積立金とし

て１億４，８９４万１千円の補正であります。

１８ページになります。

３款民生費は、１億９，６２９万２千円の補正であります。

主な内容といたしまして、プレミアム付商品券事業費は、購入者の減少に伴い、３億

３，７８５万４千円の減額補正、障がい福祉サービス給付費は、各種サービス利用者の

増加に伴う扶助費の不足分などとして８，７３５万８千円の補正であります。

４款衛生費は、４，１７７万８千円の補正であります。

主な内容といたしまして、風しん予防接種事業費は、国の方針により年齢要件が変更

されたことから対象者の減少に伴い２，７００万円の減額補正、市立大曲病院事業会計

繰出金は、入院患者数の減少などによる医業収益の減収を補塡するための繰出金として

７，８００万円の補正であります。

２０ページになります。
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６款農林水産業費は、２億１，８４０万３千円の補正であります。

主な内容といたしまして、担い手への農地集積推進事業費は、交付要件を満たさなく

なった地区の増加や交付単価の引き下げなどの制度改正によりまして１億３，５６７万

３千円の減額補正、畜産業費補助金は、中仙地域の繋殖牛舎等の整備事業に対する国の

第１号補正予算の採択に伴うトンネル補助などとして６，１２５万８千円の補正であり

ます。

７款商工費は、全国花火競技大会振興基金積立金として、預金利子積立金１千円の補

正であります。

２２ページになります。

８款土木費は、１億４，８０１万１千円の補正であります。

内容といたしまして、除雪機械購入費は、実績見込みによる購入費の減額及び国の補

正予算第１号として採択を受けた除雪機械の購入費として、１憶１，００１万１千円の

補正、通学路歩道整備事業費は、国の補正予算第１号として採択を受けた太田地域の久

保関古館線歩道整備工事費として３，８００万円の補正であります。

９款消防費は、災害に強いまちづくり事業費として、自主防災組織等活動育成事業補

助金の実績見込みによりまして２００万円の減額補正であります。

２４ページになります。

１０款教育費は、２億９，０８６万円の補正であります。

主な内容といたしましては、小学校費の校舎等維持補修及び施設整備費は、国の当初

予算における国土強靭化事業の追加採択に伴い、来年４月に統合小学校として使用され

ます豊川小学校のトイレ改修工事を実施する経費として４，０００万５千円の補正、小

学校空調設備整備事業費は、国の補正予算第１号として採択を受けた東大曲小学校など

１１校のエアコン設置工事に係る経費としまして２憶５，４７６万１千円の補正であり

ます。

１２款公債費は、３億３５８万４千円の補正であります。

内容といたしまして、長期債元金償還金は、民間資金から借り入れしている市債につ

きまして、秋田県市町村振興資金による低利への借り換えのほか、令和２年度及び３年

度に償還が終了します市債の一部を一般財源を原資に繰上償還するもので、３億

１，８５８万４千円の補正、また、長期債利子償還金は、利子償還額の確定に伴いまし

て１，５００万円の減額補正であります。
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続きまして、特別会計につきましてご説明を申し上げます。

２９ページをご覧願います。

議案第６４号、令和元年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

きましては、実績見込みに伴う療養給付費及び高額医療費共同事業関連返還金などにつ

いて補正をお願いするもので、歳入歳出予算の総額にそれぞれ３億４，１７１万６千円

を追加し、補正後の予算総額を８３億３，２２０万２千円とするものであります。

３９ページをお願いいたします。

続きまして、議案第６５号、令和元年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）につきましては、秋田県後期高齢者医療広域連合への納付金などについて補正を

お願いするもので、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１，９６１万５千円を追加し、補正

後の予算総額を９億７８３万１千円とするものであります。

４７ページをお願いいたします。

続きまして、議案第６６号、令和元年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）

につきましては、前年度繰越金の計上などによる奨学基金への積立金について補正をお

願いするもので、歳入歳出予算の総額に、それぞれ９９２万２千円を追加し、補正後の

予算総額を３，８３１万６千円とするものであります。

５５ページをお願いいたします。

続きまして、議案第６７号、令和元年度大仙市太陽光発電事業特別会計補正予算（第

１号）につきましては、前年度繰越金の計上などによる地球温暖化対策基金への積立金

について補正をお願いするもので、歳入歳出の予算総額にそれぞれ１，７８１万９千円

を追加し、補正後の予算総額を１億３，０１３万５千円とするものであります。

６３ページをお願いいたします。

最後になりますけれども、議案第６８号、令和元年度大仙市淀川財産区特別会計補正

予算（第１号）につきましては、秋田県が実施する災害復旧関連事業に伴う財産区所有

地の売り払いに係る地元団体への補償費などについて補正をお願いするもので、歳入歳

出予算の総額にそれぞれ１０９万８千円を追加し、補正後の予算総額を１，２７９万１

千円とするものであります。

以上、ご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い

を申し上げます。

【舛谷総務部長 降壇】
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○議長（金谷道男） 次に、日程第７４、議案第６９号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。冨樫市立大曲病院事務長。

【冨樫病院事務長 登壇】

○病院事務長（冨樫公誠） 議案第６９号、令和元年度市立大曲病院事業会計補正予算

（第１号）について、ご説明申し上げます。

資料ナンバー４、大仙市補正予算〔３月補正②〕の７１ページをお願いいたします。

今回の補正予算は、病院勤務の常勤医師が長期の病気休暇を取得することになったこ

と等により、入院患者数が減り、それに伴う病院収益が減少となることから、医業収益

を下方修正するとともに、事業費用についても減額補正し、なお不足する額について一

般会計からの負担金の追加をお願いするものであります。

補正予算第２条では、収益的収入及び支出の予定額をそれぞれ３，９７９万１千円を

減額し、補正後のそれぞれの額を８億４，２８６万円にするものであります。

内容につきましては、付属資料７３ページの補正予算実施計画をお願いいたします。

収入については、第１項医業収益の第１目入院収益を１億１，８６０万７千円、第２

目外来収益を１３２万４千円、それぞれ減額し、第２項医業外収益の第２目負担金交付

金を７，８００万円増額して、病院事業収益の合計額を３，９７９万１千円減額するも

のであります。

７４ページをお願いいたします。

支出については、第１項医業費用の第１目給与費を２，１６１万円、第２目材料費を

４１１万９千円、第３目経費を１，２５９万２千円減額するなどにより、病院事業費用

の合計額を３，９７９万１千円減額するものであります。

また、７２ページの補正予算の第３条は、議会の議決を経なければ流用することので

きない経費として定めてあるもののうち、（１）職員給与費について、補正後の給与費

の額に改めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

【冨樫病院事務長 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、日程第７５、議案第７０号を議題といたします。
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提案理由の説明を求めます。今野上下水道事業管理者。

【今野上下水道事業管理者 登壇】

○上下水道事業管理者（今野功成） 議案第７０号、令和元年度大仙市簡易水道事業会計

補正予算（第３号）につきまして、ご説明申し上げます。

お手元の資料ナンバー４、大仙市補正予算〔３月補正②〕の８５ページをご覧願いま

す。

今回の補正予算は、事業費の確定に伴う減額補正、債務負担行為の変更及び一般会計

繰入金の組み替え補正であります。

第２条収益的収入の補正として、予算に定めた簡易水道事業収益に７，３００万円を

補正し、補正後の額を１３億４，８９１万１千円とするものであります。

続きまして、８６ページをお願いいたします。

第３条資本的収入及び支出の補正として、秋田県が実施する楢岡川築堤護岸工事との

進捗状況の調整に伴う工事請負費の減額補正及び集中監視システム統合整備事業の事業

費確定に伴う減額補正であり、予算に定めた資本的収入から企業債など、合わせて１億

６，５１７万１千円を減額補正し、補正後の額を６億４，７６１万４千円とし、同じく

予算に定めた資本的支出から１億２６６万９千円を減額補正し、補正後の額を９億

８，８１７万９千円とするものであります。

第４条は、債務負担行為の補正として、集中監視システム統合整備事業費の期間及び

限度額を補正するものであります。

第５条は、他会計からの補助金の補正として、一般会計からの補助金の額を変更する

ものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを

申し上げます。

【今野上下水道事業管理者 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、日程第７６、議案第７１号から日程第９０、議案第８５号ま

での１５件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。佐藤副市長。

【佐藤副市長 登壇】

○副市長（佐藤芳彦） 議案第７１号、令和２年度大仙市一般会計予算につきまして、ご
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説明をいたします。

資料の方は、資料ナンバー５の、この当初予算書の１ページをお願いいたします。

一般会計歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４２４億６２０万円で、前年度当

初予算に比べ２億６，０５０万円、０．６パーセントの減となっております。

令和２年度の当初予算は、第２次大仙市総合計画後期実施計画並びに第２期大仙市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の推進を図っていくことを念頭に、「地方創生へのチャ

レンジ」「地元企業の振興と企業誘致の強化」「新時代に向けた農業振興策の強化」

「地域全体の元気づくり」「市民生活を守る安全・安心なまちづくり」の五つの施策へ

予算を重点配分してございます。

それでは、予算の概要につきまして、ご説明申し上げます。

７ページをお願いいたします。

７ページは債務負担行為の関係でございます。

債務負担行為では、保育士支援奨学金返還助成金など、合わせて３件につきまして債

務負担行為の設定をお願いするものでございます。

次に、歳入の関係でございます。

１８ページをお願いいたします。

１款市税につきましては、対前年度比０．４パーセント減の７８億９，３９９万６千

円を計上しております。

主な税目として、市民税は、前年度比２．４パーセント減の３２億５８６万４千円、

固定資産税は、前年度比１．２パーセント増の３８億４，７７６万６千円となっており

ます。

次の２款地方譲与税は、これまでの地方揮発油譲与税と自動車重量譲与税にあわせま

して、令和元年度に新設されました森林環境譲与税を合わせて、対前年度比８．９パー

セント増の８億３，２１７万３千円を計上しております。

３款利子割交付金は、対前年度比４１．６パーセント減の６２３万８千円を計上して

おります。

４款配当割交付金は、対前年度比２２．２パーセント減の１，４５０万９千円を計上

しております。

次に２０ページをお願いいたします。

５款株式等譲渡所得割交付金は、対前年度比４４パーセント減の８６３万１千円を計
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上しております。

６款法人事業税交付金は、令和２年度から都道府県に特別法人事業税が譲与され、市

町村の法人住民税の引き下げ相当分として県から交付される交付金であります。

５，３３３万円を計上しているものであります。

７款地方消費税交付金は、対前年度比１５パーセント増の１８億７，１４２万３千円

を計上しております。

８款ゴルフ場利用税交付金は、対前年度比３パーセント増の１，２５４万５千円を計

上しております。

２１ページをお願いいたします。

９款環境性能割交付金につきましては、消費税率１０パーセントへの引き上げに伴い

廃止となりました自動車取得税交付金に代わり、今般創設されたものであります。対前

年度比１４０．９パーセント増の５，８１２万４千円を計上しております。

１０款地方特例交付金は、幼児教育・保育の無償化に伴い、令和元年度限りの措置と

して交付されました子ども・子育て支援臨時交付金の終了によりまして、対前年度比

４７．６パーセント減の５，７７０万円を計上しております。

１１款地方交付税は、普通交付税と特別交付税を合わせて、対前年度比１．１パー

セント減の１６６億７，４３４万円を計上しております。

２２ページをお願いいたします。

１２款交通安全対策特別交付金は、前年度比１７．１パーセント減の１，１８１万８

千円を計上しております。

１３款分担金及び負担金は、前年度比３３．３パーセント減の７，６１０万６千円を

計上しているものであります。

２３ページをお願いいたします。

１４款使用料及び手数料は、前年度比１４．５パーセント増の５億３，０９４万４千

円を計上しております。

主な項目としまして、商工使用料につきましては、中里温泉の直営化に伴う温泉使用

料など４，２９６万３千円となっているものであります。

２４ページになりますが、土木使用料につきましては、市民ゴルフ場使用料、市営住

宅使用料など２億４，６６６万３千円の計上であります。

２５ページになりますが、総務手数料は、戸籍及び諸証明手数料など３，５１６万３
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千円、衛生手数料は、一般廃棄物処理手数料など１億２，４４５万３千円でございます。

２６ページをお願いいたします。

１５款国庫支出金は、対前年度比２．７パーセント増の５３億１，４３６万４千円を

計上しております。

主な項目としましては、民生費国庫負担金は、障がい福祉サービス事業費負担金や、

２７ページになりますが、子どものための教育・保育給付費負担金、また、生活保護費

負担金など、合わせて４４億２，０５１万５千円でございます。

２８ページになりますが、土木費の国庫補助金は、道路維持や橋りょうの長寿命化対

策などに関わる防災・安全社会資本整備交付金など３億９，８９４万３千円でございま

す。

２９ページになりますが、民生費委託金は、国民年金事務委託金など１，２３６万７

千円の計上でございます。

１６款県支出金は、前年度比０．４パーセント増の３５億７，８２８万９千円を計上

してございます。

主な項目としましては、民生費の県負担金は、国民健康保険及び後期高齢者医療保険

の保険基盤安定負担金、障がい福祉サービス事業費負担金など１６億７，２４６万２千

円の計上でございます。

３１ページになりますが、農林水産業費県補助金は、農業夢プラン事業費補助金や担

い手への農地集積推進事業費補助金など１０億５，１６８万７千円の計上でございます。

３３ページになりますが、総務委託金は、秋田県知事選挙費委託金、国勢調査費委託

金など１億８，３０２万円でございます。

３６ページになります。

１７款財産収入は、土地貸付収入や物品売払収入などとして、前年度比１．１パー

セント増の７，５８９万２千円の計上でございます。

３７ページになります。

１８款寄附金につきましては、存置項目でございます。

１９款繰入金は、前年度比２１．２パーセント増の１２億１８５万２千円を計上して

いるものでございます。

３９ページになります。

２０款繰越金は、前年度と同額の３億円を計上しているものであります。
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２１款諸収入は、前年度比１４．６パーセント増の１４億５，５４５万１千円を計上

してございます。

主な項目としては、４０ページになりますが、貸付金元利収入が６億９，７２７万８

千円、４１ページになりますが、受託事業収入が２億３，８０３万７千円、雑入が５億

１，７３２万６千円でございます。

４７ページをお願いいたします。

２２款市債につきましては、前年度比２７．１パーセント減の２３億７，８４７万４

千円を計上してございます。

主な項目としましては、４８ページになりますが、農林水産事業債は県営土地改良事

業債などとして３億２，４３０万円、土木債は橋りょう長寿命化対策事業債や道路整備

事業債などとして２億９，４６０万円、教育債は（仮称）大綱交流館の建設などに関わ

る生涯学習施設整備事業債などとして４億４，４８０万円、臨時財政対策債につきまし

ては８億８，５３７万４千円の計上でございます。

次に、歳出につきまして、ご説明を申し上げます。

５０ページをお願いいたします。

１款議会費は、前年度比１．７パーセント減の３億２，１６４万５千円の計上でござ

います。

主な内容としましては、議員報酬・期末手当及び共済費やタブレット端末の導入経費

を含む議会管理費、また、議会広報発行経費などを計上しているものでございます。

次に、５１ページから６４ページまでになります。

２款総務費は、前年度比０．４パーセント増の４０億４，９１９万円の計上でござい

ます。

主な内容としては、ふるさと納税制度の関連経費や地域の様々な資源を活用する地域

の魅力再発見事業費のほか、移住・定住推進事業費や５年に１度実施される国勢調査に

関わる経費などを計上しているものでございます。

次に、６５ページから７３ページまでになります。

３款民生費は、前年度比２．５パーセント減の１３０億４，１７４万７千円でござい

ます。

主な内容としては、障がい福祉サービス給付費、生活扶助費のほか、出産祝い金とし

て地域商品券を交付するスマイル子育て応援事業費や大曲地域に建設されます民間保育
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所への整備事業費補助金などを計上しているものであります。

次に、７４ページから７９ページになります。

４款衛生費は、前年度比２．９パーセント増の４２億７，８９６万円でございます。

主な内容としては、妊娠期から子育て期にわたり、切れ目のない支援を行うための子

育て世代包括支援センター事業費や、妊婦や１８歳到達年度末までの児童・生徒への

インフルエンザの予防接種、また、未就学児へのおたふくかぜの予防接種助成などを行

う予防接種経費や各種検診に関わる保健事業費などを計上しているものでございます。

次に、８０ページになります。

５款労働費は、前年度比４２．１パーセント増の１億５６９万４千円でございます。

主な内容としては、国の委託事業として雇用の創出や人材育成に取り組む地域雇用活

性化推進事業費、人材獲得応援事業費、大仙市雇用助成金などを計上しているものでご

ざいます。

次に、８１ページから８８ページになります。６款農林水産業費は、前年度比１．３

パーセント増の３４億６，０４５万５千円でございます。

主な内容としましては、新たに農業６次産業化や通年型農業の推進、農業と食に関す

る基本構想に基づきます推進事業費や多面的機能支払交付金事業費、また、県営土地改

良事業費負担金などを計上しているものでございます。

次に、８９ページから９３ページをお願いいたします。

７款商工費は、対前年度比９．８パーセント増の１３億６，９１４万４千円でござい

ます。

主な内容としましては、工業振興奨励事業費や創業支援事業費のほか、花火産業構想

アクションプラン推進事業費、大曲駅の西口エスカレーター設置のための調査を行う観

光拠点施設整備事集費などを計上しているものでございます。

次に、９４ページから９９ページをお願いいたします。

８款土木費は、前年度比０．７パーセント減の４２億６，１５５万２千円でございま

す。

主な内容としては、国の防災・安全社会資本整備交付金等を活用した幹線路面修繕、

通学路の歩道整備、橋りょう長寿命化、また、除雪機械の購入費などの予算を計上して

いるものでございます。

次に、１００ページから１０２ページでございます。
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９款消防費は、前年度比１５．４パーセント減の１６億９，５５９万８千円でござい

ます。

主な内容としては、内水排除機能の強化を図る水害対策費や小型動力ポンプ付き積載

車購入費などに関わる消防施設・設備整備費、また、災害に強いまちづくり事業費など

を計上しているものでございます。

次に、１０３ページから１２１ページでございます。

１０款教育費は、対前年度比９パーセント減の４４億７，８０９万３千円でございま

す。

主な内容としては、大仙グローバルジュニア育成事業費、学校生活支援事業費のほか、

花館小学校校舎増築事業費や太田文化プラザ改修事業費、旧池田氏庭園整備事業費など

の経費を計上しているものでございます。

次に、１２２ページになります。

１１款災害復旧費は、前年度比３５．４パーセント減の６，９６２万６千円でござい

ます。道路や河川施設の災害復旧を図るための経費を計上しております。

次に、１２３ページでございます。

１２款公債費は、対前年度比１．７パーセント減の５２億２，４４９万６千円を計上

しております。

次に、１２４ページになります。

１３款予備費は、前年度と同額の５，０００万円を計上しているものでございます。

以上が一般会計でございます。

次に、議案第７２号から議案第８５号までのそれぞれの各特別会計予算につきまして

ご説明申し上げます。

１４５ページをお願いいたします。

議案第７２号、令和２年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ８４億６，０７５万９千円でございます。

主な経費として、一般被保険者及び退職被保険者等療養諸費、国民健康保険事業費納

付金などを計上しているものでございます。

次に、１７７ページをお願いいたします。

議案第７３号、令和２年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

９億５，７３３万８千円でございます。
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主な経費としましては、後期高齢者医療広域連合納付金などを計上しているものでご

ざいます。

次に、１９７ページをお願いいたします。

議案第７４号、令和２年度大仙市学校給食事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１０億５，０２２万６千円でございます。

主な経費として、市内の給食センターの給食材料費、学校給食協会への調理運搬業務

の委託費などを計上しているものでございます。

次に、２２１ページをお願いいたします。

議案第７５号、令和２年度大仙市奨学資金特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

２，８６５万７千円でございます。

貸付金を予算計上するほか、ふるさと就職者償還免除制度についても継続して、免除

となる財源をふるさと応援基金から繰り入れをしているところでございます。

また、子育て支援並びに移住・定住促進施策として、市内に転入・就職し、奨学金を

返還する者に対する助成制度を新たに創設しております。この制度につきましては、大

仙市の奨学資金以外の奨学金についても助成制度の対象となることから、本制度につき

ましては一般会計において実施することとしているものでございます。

次に、２３１ページをお願いいたします。

議案第７６号、令和２年度大仙市企業団地整備事業特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ１，９１０万円でございます。

主な経費としては、継続費を設定しております用地測量及び地質調査、また、下水道

の管理施設の設計に関わる委託料を計上しているものでございます。

次に、２４３ページをお願いいたします。

議案第７７号、令和２年度大仙市スキー場事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

４，２３１万５千円でございます。

次に、２５７ページをお願いいたします。

議案第７８号、令和２年度大仙市太陽光発電事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１億１，３６１万５千円でございます。

次に、２７１ページをお願いいたします。

議案第７９号、令和２年度大仙市小水力発電事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

２３７万６千円でございます。
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次に、２８３ページになります。

議案第８０号、令和２年度大仙市内小友財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

３９万７千円でございます。

次に、２９５ページをお願いいたします。

議案第８１号、令和２年度大仙市大川西根財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

３８万３千円でございます。

次に、３０７ページをお願いいたします。

議案第８２号、令和２年度大仙市荒川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１４７万２千円でございます。

次に、３２３ページをお願いいたします。

議案第８３号、令和２年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１２８万６千円でございます。

次に、３３９ページになります。

議案第８４号、令和２年度大仙市船岡財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１７２万３千円でございます。

次に、３５５ページをお願いいたします。

議案第８５号、令和２年度大仙市淀川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

３６９万５千円の計上でございます。

以上、令和２年度の一般会計予算及び各特別会計予算の概要を説明申し上げましたが、

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを申し上げます。

以上であります。

【佐藤副市長 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、日程第９１、議案第８６号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。冨樫市立大曲病院事務長。

【冨樫病院事務長 登壇】

○病院事務長（冨樫公誠） 議案第８６号、令和２年度市立大曲病院事業会計予算につい

て、ご説明申し上げます。

資料ナンバー５、大仙市各会計予算の３７１ページをお願いいたします。

はじめに、第２条業務の予定量についてであります。
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年間患者数については、入院を３万７，９６０人と見込んでおります。これは一日平

均患者数を１０４人としたものであります。

また、外来については、年間患者数を１万３，９６８人で、一日平均患者数を５７人

と見込み、前年度当初よりも１日当たり２人減としておりますが、祝休日数が多かった

前年度よりも外来診療日が３日多い２４３日となるため、総数では前年と同程度となっ

ております。

訪問看護・指導については、年間患者数を６１２人、１カ月当たり５１人を見込んで

おります。

次に、予算についてご説明いたします。

第３条収益的収入及び支出につきましては、収入支出ともに同額の８億８，７０６万

６千円、収支差し引きゼロとしております。前年度の当初予算と比較すると４４１万５

千円、率にして約０．５パーセントの増となっております。

内容につきましては、３７４ページ、予算実施計画をお願いいたします。

収入の第１款１項医業収益は６億２，７７８万６千円で、これは前年度の当初予算と

比較すると６８８万４千円の減、率にして約１．１パーセントの減となっております。

第２項医業外収益は２億５，９２８万円で、一般会計からの繰入金２億３，７１１万

７千円が主なものとなります。

次の３７５ページをお願いいたします。

支出の第１款第１項医業費用は８億６，２２１万２千円で、前年度の当初予算と比較

すると７６８万７千円、率にして０．９パーセントの増としております。

主な内訳は、職員の給与費５億８，８５９万２千円、入院患者のための医薬品などの

材料費３，８００万円、光熱水費、燃料費、委託料などの経費１億８，８４３万１千円、

減価償却費４，４６９万４千円などであります。

第２項の医業外費用は２，２１５万４千円で、企業債の支払利息が主なものでありま

す。

第３項の特別損失は、過年度分の診療報酬請求に係る査定減などによる修正損を計上

するための項目であります。

第４項予備費は、前年度と同額の１５０万円としております。

次に、資本的収入及び支出について、ご説明申し上げます。

資料は、３７２ページに少しお戻りいただきます。
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第４条資本的収入及び支出であります。

収入は５，２８８万３千円で、起債償還元金の２分の１相当を出資金として一般会計

からの繰入金で計上しております。

支出は１億８７６万１千円で、前年度の当初予算と比較すると９９万８千円の減と

なっております。

第１項建設改良費は１９９万５千円で、調理用器具などの購入に係るものであります。

第２項の企業債償還金は、企業債３件分の元金償還１億５７６万６千円であります。

第３項予備費は、前年度と同額の１００万円としております。

なお、この予算で収入が支出に対して不足する額につきましては、減債積立金、建設

改良積立金等を充てるほか、過年度分損益勘定留保資金により補塡することとしており

ます。

以上、令和２年度市立大曲病院事業会計予算の概要をご説明申し上げましたが、よろ

しくご審議の上、ご承認を賜りますようよろしくお願いいたします。

【冨樫病院事務長 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、日程第９２、議案第８７号から日程第９４、議案第８９号ま

での３件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。今野上下水道事業管理者。

【今野上下水道事業管理者 登壇】

○上下水道事業管理者（今野功成） お手元の資料ナンバー５、令和２年度予算書３９７

ページをご覧願います。

議案第８７号、令和２年度大仙市上水道事業会計予算につきまして、ご説明申し上げ

ます。

はじめに、業務の予定量でありますが、給水戸数を１万５，０１６戸、年間総配水量

は４０３万２，０６３立法メートルを予定しております。

次に、第３条収益的収入及び支出の予定額についてであります。

上水道事業収益は８億９，３３９万８千円を見込んでおります。主な営業収益は、水

道料金収入であります。

次に、上水道事業費用は８億１，５５３万２千円を見込んでおります。主な費用は、

給与費のほか、水道料金等徴収業務委託料、浄水場などの施設や配水管に係る修繕費、
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減価償却費などであります。

次に、３９８ページになります。

第４条資本的収入及び支出についてであります。

資本的収入は１，１４１万６千円を見込んでおります。主な内訳は、補償金などであ

ります。

資本的支出は２億２，４５５万２千円を見込んでおります。主な内訳は、配水管の布

設及び改良に係る建設改良費などを計上しております。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額につきましては、過年度分損益

勘定留保資金等で補塡することとしております。

第５条以下につきましては、説明を割愛させていただきます。

続きまして、４３１ページをお願いいたします。

議案第８８号、令和２年度大仙市簡易水道事業会計予算につきまして、ご説明申し上

げます。

はじめに、業務の予定量でありますが、給水戸数を９，０８３戸、年間総配水量は

２７４万７，５２３立法メートルを予定しております。

次に、第３条収益的収入及び支出の予定額についてであります。

簡易水道事業収益は１２億８，１０１万円を見込んでおります。主な営業収益は、水

道料金収入であります。

次に、簡易水道事業費用はｌｌ億７，７８２万２千円を見込んでおります。主な費用

は、給与費のほか、水道料金等徴収業務委託料、浄水場などの施設や配水管に係る修繕

費、減価償却費などであります。

次に４３２ページになります。

第４条資本的収入及び支出についてであります。

資本的収入は８億６，４３８万９千円を見込んでおります。主な内訳は、企業債や一

般会計からの出資金などであります。

資本的支出は１２億３，３３３万１千円を見込んでおります。主な内訳は、神宮寺地

区簡易水道事業や協和南部地区簡易水道事業の建設改良費などを計上しております。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額につきましては、当年度分損

益勘定留保資金等で補塡することとしております。

第５条以下は、説明を割愛させていただきます。
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続きまして、４６５ページをお願いいたします。

議案第８９号、令和２年度大仙市下水道事業会計予算につきまして、ご説明申し上げ

ます。

はじめに、業務の予定量でありますが、接続戸数を１万４，２３９戸、年間総処理水

量は４４３万８，９０７立法メートルを予定しております。

次に、第３条収益的収入及び支出の予定額についてであります。

下水道事業収益は３４億９，７８９万３千円を見込んでおります。主な営業収益は、

下水道使用料収入であります。

次に、下水道事業費用は２８億６，９４０万１千円を見込んでおります。主な費用は、

給与費のほか、下水道使用料徴収業務負担金、管渠・処理場施設の維持管理費、減価償

却費などであります。

次に４６６ページになります。

第４条資本的収入及び支出についてであります。

資本的収入は１６億８６３万６千円を見込んでおります。主な内訳は、企業債や一般

会計からの出資金、国庫補助金などであります。

資本的支出は２５億１，８９８万６千円を見込んでおります。主な内訳は、管渠工事

に係る建設改良費のほか、企業債に係る元金償還金などを計上しております。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額につきましては、当年度分損益

勘定留保資金等で補塡することとしております。

第５条以下は、説明を割愛させていただきます。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

【今野上下水道事業管理者 降壇】

○議長（金谷道男） これにて、本定例会に上程された議案についての説明が終了いたし

ました。

○議長（金谷道男） お諮りいたします。議案等調査のため、２月２２日から３月３日ま

で１１日間、休会いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって、２月２２日から３月３日までの

１１日間、休会することに決しました。

○議長（金谷道男） 次に、福原代表監査委員から発言の申し出がありますので、これを

許可いたします。福原代表監査委員。

【福原代表監査委員 登壇】

○代表監査委員（福原堅悦） 退任の挨拶をさせていただきたいと思います。

このたび、任期途中でありますが、一身上の都合によりまして、来る３月３１日を限

りに監査委員を辞任することといたしました。

平成２１年以来のこの間でございますが、議員各位、また、市当局、そして議員選出

の監査委員の皆様方、たくさんのご支援とご協力をいただきまして誠にありがとうござ

いました。

この間でございますが、監査に際しまして、何か新しい取り組みがないか試行錯誤を

しながら実施してまいりましたが、その中で３カ年の中期計画というものを基軸にしま

して、定期監査におきましては、その時宜、時宜にあったテーマ別の監査を実施し、ま

た、工事監査におきましては、日本技術士会の先生を 招聘 いたしまして、技術的な見
しょうへい

地からの検証をしていただいております。この建物の耐震工事、あるいは館の橋の床板

改良工事、あるいははなびアムの工事等へ先生方の検証を得たところでございます。

また、決算審査におきましては、フロー、ストックという考え方の中で、ストックと

いう面を重視しまして、災害備蓄品、あるいは防災ラジオ等の在庫の棚卸し等も実施し

てございました。

また、行政監査におきましては、２９年度から内部統制の整備ということで自治法が

改正されまして、令和２年から我が大仙市にもこれが施行されますが、そうした面を先

取りいたしまして内部統制の整備の関知から、庁内にありますリスクを抽出しまして、

それが事務マニュアルにどのように書かされているかというふうな面も検証いたしてご

ざいます。

また、監査の終わった後につきましては、監査の改善の状況を確認するためにフォ

ローアップ制度を導入いたしました。こうした監査を通じまして、これまで監査意見を

監査報告書に書かさせていただきましたが、その大部分につきましてはフォローアップ

という中で検証した結果、鋭意改善されておられます。この間のそうした取り組みにつ
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きまして心から御礼申し上げたいと思います。

結びになりますが、大仙市の基幹であります農業、そして花火産業を中心にして、そ

してこれから新しく造成されます企業団地を基軸としまして、大仙市勢がますます発展

し、市民の福祉が一層向上されますように心からご祈念申し上げまして退任の挨拶とさ

せていただきます。長い間ありがとうございました。（拍手）

【福原代表監査委員 降壇】

○議長（金谷道男） 福原代表監査委員におかれましては、代表監査委員として１１年以

上にわたり、大仙市の行政の動向に留意し、市政の発展にご尽力いただきました。ここ

に福原代表監査委員のご功績とご労苦に対しまして、議会を代表して感謝申し上げます。

長い間、本当にありがとうございました。

○議長（金谷道男） 以上で本日の日程は、全て終了いたしました。

本日はこれをもって散会し、来たる３月４日、本会議第２日を定刻に開議いたします。

ご苦労様でした。

午後 ２時２６分 散 会
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